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肝疾患を もつ人に対する 看護師の支援と は

看護栄養学部看護学科

高比良祥子　 教授

　 皆さ んは、肝炎ウイルス検査を受けたこと があり ますか。日本には、B型肝炎ウイルスの持続感染者が約110万～

120万人、C型肝炎ウイルスの持続感染者が約90万～130万人いると 推定さ れています。ウイルス性肝炎は自覚症状

がほと んどなく 、持続的な感染によって肝硬変や肝がんへと 移行する可能性があり ます。現在は、副作用の少ない飲

み薬でC型慢性肝炎の治療が可能と なりまし た。B型慢性肝炎はインタ ーフェ ロン治療や、飲み薬により 肝炎を鎮静

化さ せる治療などが行われています。このよう に薬剤の発展による治療効果が大きいのですが、現在も 肝炎ウイルス

検査を受けていない方、陽性と 言われているが治療を受けていない方が大勢残っていると 言われています。

　 こう し た状況の改善に向けて、ウイルス性肝炎の知識を深めて（ 予防）、検査を受け（ 受検）、陽性であれば病院にか

かり 治療が必要か判断してもらうこと（ 受診・ 受療）を推進するため、肝炎医療コ ーディ ネータ ーが養成さ れています。

私の研究室では『 肝炎医療コ ーディ ネータ ーの

認定を 受けた看護師の実践の工夫』について

全国調査を行いまし た。その結果、多職種に働

きかけ肝炎予防活動を 進める工夫、手段を 駆

使して情報を発信する工夫、肝炎ウイルス検査

陽性者を 拾い上げ受診につなげる工夫、肝疾

患患者が安心して受療できるよう な支援の工

夫と いう 4つの視点が明らかになりまし た。

　 また、肝疾患をもつ人は専門医による治療や

検査を続けること が大切です。肝疾患をもつ人

が生活の質を保ちながら 治療や検査を続ける

ための看護を明ら かにし たいと 考え、『 熟練看

護師が外来で行う 肝疾患患者への療養支援の

あり 様』に関する研究を行いまし た。今後も 、肝

疾患看護の研究を 続けていきたいと 考えてい

ます。

　 長与町の40歳以上の方が受けら れる健診・

がん検診には、過去に肝炎ウイルス検査を受け

たこと がない方のための無料の肝炎ウイルス

検査が設けら れています。まだ肝炎ウイルス検

査を受けたこと がない方は、検査を受けること

をお勧めします。

長与町に立地する長崎県立大学シーボルト 校。

すぐ 近く の大学でどのよう な研究が行われている

かをシリ ーズで紹介していきます。

重荷を引き受け患者本来の力を引き出す

患者が自ら の意思で治療や自己管理に向き 合

えるよう に、熟練看護師は患者の重荷をその身

になって受けと めて言葉をかけ、その人らし さ を

引き出し ながら 支えている。

熟練看護師が外来で患者を支援すること は、患

者やポイント を 絞り 込んだチームアプ ロ ーチ

や、家族や他職種と の協力体制など事前の戦略

なしでは難し い現実にある。

治療意欲の支持

介入の焦点化と 協力体制づく り

外来支援の戦略

熟練看護師は、肝炎検査や治療の啓発や受診

途絶の予防、進行リ スクの高い患者への集中支

援など、患者自身には進行予測や切迫性の実感

が困難だと 承知しているからこそ肝疾患の悪化

を防ぐ 活動を行っている。

リスクを予測し た受診勧奨と 集中支援

悪化の予防

肝疾患外来の熟練看護師は、病気や仕事の心

配から 制度や訴訟に至るまで、幅広い相談窓口

と し て社会と 向き 合う 力が問われる 実感を も

ち、業務内外での研鑽に努力している。

幅広い相談に対処できるよう 研鑽

社会と 向き合う 力の獲得

肝硬変の終末期患者は、今のとこ ろホスピスの

対象外で 、緩和ケアができ る 受け入れ先がな

く 、急性期病院で対応せざるを得ないのが全体

的な課題だと 思う 。

肝硬変終末期を

急性期病院で対応せざるを得ない現状

肝硬変の行く 末

インタ ーフ ェ ロンフリ ー治療は、入院と 外来の

両方で治療導入がなさ れており 、熟練看護師は

治療開始時の説明や症状確認と いっ た通常の

対応は行う が、副作用に対するケアの機会が減

り 、関わり も浅く なったと 感じ ている。

副作用減少に伴う ケア機会の減少

肝炎治療の進歩

熟練看護師は、生き方や病識が捉えにく い肝疾

患患者に対し 、短時間で間欠的な接点し かない

外来の場で診療の間接的な支援を行い、強固で

なく と も 根底で支えら れる関係性を形成し よう

と 努力している。

安心できる丁寧な関わり により 患者を根底から支える

関係の形成
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